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○ 行 動 観 察
(関)
◎ 作品，説明
カードの記
述分析（知）
◎：指導に生かすとともに記録して総括に用いる評価　○：主に指導に生かす評価
※：ペーパーテストによる評価
出典： 『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【中学校　理科】』
pp.51-52。
　授業内容、ねらい、学習活動をみて、4つの評価の観点のうちどれが１単位
時間ごとの評価の対象としてふさわしいかを考え、評価方法として、単元全体
の計画を作成する。この作業から「９．本時の評価規準」が導き出される。「９．
本時の評価規準」は、「7．単元の指導と評価の計画」の１単位時間分を取り
出したものになる。「１０．本時の展開」は、授業の全体の流れのプランであ
るが、全体の流れのいずれかの場面に「９．本時の評価規準」の内容を位置づ
け、その評価規準の具体的な評価方法が対応していなければならない。「単元
の目標」「単元の評価規準」「単元の指導と評価の計画」「本時の目標」「本時の
評価規準」と「本時の展開」が連動してはじめて評価規準設定の意義があるの
である。
５　新たに加わった学習指導案作成のための作業
　学習指導案を作成するための準備作業が大幅に増えたことがわかる。「単元
の目標」「単元の評価規準」「単元の指導と評価の計画」「本時の目標」「本時の
評価基準」と「本時の授業展開」の連動性を作り出すために、「単元の評価規準」
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「単元の指導と評価の計画」を作らねばならない。以前ならば単元の目標を確
認し、時間数を計算して、１単位時間の展開と評価を考えて構成すればよかっ
たが、単元全体の評価規準を作り、それをもとに１単位時間ごとのねらい・学
習活動・評価の観点と評価規準、評価方法、さらにＡＢＣの判断基準の内容ま
で用意してから、１単位時間の学習指導案を作成することになる。多くの時間
を費やして、これらの内容を全部自分で考えて作り上げるか、そうでなければ、
先に挙げた『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料』に頼
らざるを得なくなる。
　ここまでならば、１単位時間の評価規準にどの程度到達しているかどうかに
ついては、示していない。これでは１単位時間ごとに評価規準を４つの観点か
ら設定しても、何を基準に評価分けをしていいのかが不明なままであり、評価
基準を設定しているだけになってしまう。『評価規準の作成、評価方法等の工
夫改善のための参考資料』や教師用指導書の内容に沿うと、次の表６「本時の
評価規準についての判断基準」に挙げるようなＡＢＣ評価の具体的な内容が必
要となる。これがあって初めてこれまでの作業が完成形となる。
表６　本時の評価規準についての判断基準
2013（平成25）年　中学校1年数学　4章　変化と対応　反比例のグラフ（2/2
時間目）
１．本時の目標
　・反比例の関係のグラフを書くことができる。
　・ 反比例の関係のグラフが双曲線になり、比例定数を値によってグラフが変化
することを理解する。
　本時の観点別学習状況の5段階評価を判断する際の具体的な生徒の姿
評　　　価 関心・意欲・態度 技　能
十分満足できるもののうち特に
程度の高いもの（Ａ｡）
自らの感想を述べ、本時の趣旨
を理解できていると判断できる。
問題の中の反比例の関係のグラ
フを正確にかいて解決できる。
十分満足できる（Ａ） 本時の趣旨を理解できていると判断できる。
問題の中の反比例の関係のグラ
フを正確にかいて解決しようと
する。
おおむね満足できる（Ｂ） 本時の趣旨を理解しようとする努力が見られる。
問題の中の反比例の関係のグラ
フを正確にかいて表すことがで
きる。
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努力を要する（Ｃ｡） 授業への参加意欲が見られる。
問題の中の反比例の関係のグラ
フを正確にかいて表すことに努
力が見られる。
いっそう努力を要する（Ｃ） 授業へ参加することができない。
問題の中の反比例の関係のグラ
フを正確にかいて表すことがで
きない。
注）学習指導案例は、教育実習における研究授業の学習指導案を資料とした。
６．絶対評価（評価規準導入後）のもとでの「本時の評価規準」
　学習指導案を作成する立場から見ると、本時の評価規準を「関心・意欲・態
度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・理解」という４つの区分で捉えたこ
とが以前の学習指導案とは異なる新しい点である。学習心理学や行動科学の研
究成果に基づき、学習活動の評価を４つ観点に分類するという発想が教育現場
に導入されたのだろう。学習活動自体が多面性をもち、ひとつの学習活動も多
様な観点から評価され得るが、４つの観点以外の「その他」を設定することな
く、すべての活動を４つの観点に整理し、４つの観点から評価規準を作成する
ようになった点が大きな転換点である。
　絶対評価と評価規準導入後の学習指導案を作成するために必要となる作業量
は以前の学習指導案とは比べものにならない。当該授業の教材研究や授業の展
開のための準備以外の作業量が多くなり、単元ごとの目標とは別の「単元の評
価規準」を作成し、「単元の指導と評価の計画」が必要となる。１単位時間ご
とに計画を立てる。これに基づき１単位時間の学習指導案を作成し、本時の評
価規準のＡＢＣの具体的判断「基準」を作成する。絶対評価と評価規準導入後
の学習指導案における「本時の目標」と「本時の評価規準」の例を表７「本時
の目標と評価規準例」に挙げる。
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表７　本時の目標と評価規準例
表７―１　2013（平成25）年　高校「化学基礎」２章　物質と化学結合　
　　　　　１節　イオンとイオン結合　５　組成式
　１． 本時の目標　イオン結合の物質は成分となるイオンの種類と数の比を表示
する組成式で表すことができることを理解する。
　２．本時の評価
　　・自然事象への関心・意欲・態度
　　　 イオンの結合でできた物質は、どのような化学式で表すことができるのか
について関心をもち、意欲的に探究しようとする。
　　・科学的な思考・判断・表現
　　　 イオン結合の物質を成分となるイオンの種類と数の比を表示する組成式で
表すことができる。
表７－２　2014（平成26）年　中学２年理科　単元　化学変化と原子と分子　
　　　２章　様々な化学変化　１．物質どうしは結びつくのか　１/３時間目
　１ ．本時の目標　加熱前と加熱後では違う性質の物質ができたことを見いだす
ことができる。また、違う性質になったことを考察することで化学変化が起
きたことを見いだす。
　２．評価
　　思考・判断・表現
　　　 加熱前と加熱後の性質の違いから、前後で物質が変わっていることを見い
だし、表現している。
　　観察・実験の技能
　　　 注意をよく聞きながら安全に実験を行なえているか。ガスバーナーを正し
く使用できているか。
表７－３　2014（平成26）年　中学１年数学　文字式
　１．本時の目標
　　・ 文字式における積の表し方と商の表し方を活用することで、数量の関係式
を式に表わすことができる。
　　・ 指定された文字式の意味を考えることで、文字式の意味を深く理解するこ
とができる。
　　・問題文を他の人にわかるように文章で表現することができる。
　２．評価
　　・関心・意欲・態度態
　　　意欲的に取り組もうという姿勢
　　・数学的な見方・考え方
　　　例題とは違った発想で問題を作ろうとする
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表７－４　 2015（平成27）年　高校数学「数学Ⅱ」第３章図形と方程式　第１
節　点と線　３．直線の方程式１/2時間目
　１．本時の目標
　　　 直線の方程式を求める際に傾きが重要になってくることを認識し、様々な
条件から直線の方程式を求めることができるようになる。
　２．本時の評価規準
　　・数学的な見方や考え方
　　　 １次関数のグラフの傾きの意味を把握しており、それを用いて直線の方程
式を求める公式が成り立つことを理解している。
　　・数学的な技能
　　　 問題において与えられた条件から公式を用いて直線の方程式を求めること
ができる。また、その直線を平面上に図示する技術が身についている。
注）学習指導案例は、教育実習における研究授業の学習指導案を資料とした。
　相対評価のもとでの表３「本時の目標と評価例」と、絶対評価と評価規準の
導入後の表７「本時の目標と評価規準例」を比べると、内容は似通っている。
相対評価の時期に作られていた学習指導案の「本時の評価」は、学習活動の成
果をストレートに問うたものであったが、絶対評価と評価規準の導入後の「本
時の評価規準例」は、「本時の評価」の内容を４つの観点に分類したものだと
みていいのではないか。
　両者の異なる点についてみると、「関心・意欲・態度」に分類できる内容が
相対評価のものでの「本時の評価例」にはないことである。この観点は、絶対
評価と評価規準の導入後の「本時の評価規準」においても曖昧性が強く、提出
物で判断する場合が多い。授業の評価の観点として新たに意識しなければ、成
り立ちにくいものであることを示しているのではないだろうか。
むすび　
　現在の学習指導案作成作業を授業者に課していいのだろうか。本稿はこの素
朴な疑問に端を発する。教育実習の準備として教職課程での模擬授業のため
に、絶対評価と評価規準導入後の学習指導案作成を学生に課す。学生は、『評
価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料』や教師用指導書にあ
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るサンプルをもとにして学習指導案を作成する。教科目標から「単元の指導と
評価の計画」を経て、学習指導案の「本時の展開」を作成する。学習指導要領
や『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料』、教師用指導
書には紋切り型の目標や評価規準が参考として用意されており、これらに取っ
て代わる表現を持つことが難しい。そのため上記のすべてを写した上で、これ
らに合った授業展開を作る。相対評価の頃の学生のように単元目標に続く具体
的な内容を自分で考えて学習指導案を作るという姿勢を持つことが、今は困難
になっている。このような現象は大学生だけではなく、学校で実際に授業をし
ている教員についても評価規準設定による授業運営や評価業務への影響が大き
いと聞く。学習指導案を作らない場合も、評価をする以上一連の作業が必要な
ことに変わりはない。
　毎日授業をしている教員にとって、評価規準設定が有用なものとなるために
は、「単元の評価規準」「単元の指導と評価の計画」をなくし、時間数の配分を
示した「指導計画」に戻し、現行通り「1単位時間当たり１～２回の評価回数
となるよう」10にすればいいのではないか。
　その際、評価の４観点が本当に必要なものならば、評価の観点の意味する内
容をよりわかりやすくすることが必要ではないだろうか。各教員が具体的に４
つの観点の違いをイメージできることによって、教育活動の多様な場面に応用
できるような理解ができる。そして、教育活動と評価のマッチングができるよ
うになるのではないか。現状では、パターン化された文章を当てはめる形になっ
てしまう。
　また、１単位時間ごとに評価の観点の一つを、本時の評価として設定するこ
とに、問題があるのではないだろうか。１時間ごとの評価規準を実践しようと
すると、『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料』にある
ように、ワークシートを毎時間回収することになる。文科省の通知や『評価規
準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料』等で評価のために時間を
かけすぎないようにと言われても、教員は生徒たちに返却するワークシートの
山を抱えることになる。評価内容のうち特に「関心・意欲・態度」の「態度」
10 『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【中学校　理科】』p. 15。
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は、顕現するのに時間がかかることも考えねばならないが、せめて当該単元が
終わった時点での４つの観点の評価をすれば、教育実践を評価の観点から圧迫
しないのではないか。
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